
｝
」
の
度
、
福
原
亮
厳
博
士
に
よ
っ
て
「
成
実
論
の
研
究
」
と
い
う
、
成

実
論
に
つ
い
て
の
新
研
究
、
及
び
内
容
紹
介
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
大
著
が

刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
学
界
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

成
実
論
の
研
究
書
と
し
て
は
、
近
年
、
境
野
黄
洋
博
士
の
「
「
成
実
』
大

乗
義
」
（
常
稚
博
士
還
暦
記
念
、
佛
教
論
叢
所
収
）
や
宇
井
博
士
「
佛
教

汎
論
上
巻
ｌ
空
門
の
自
利
教
」
な
ど
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
成
実
論

全
体
に
わ
た
る
、
ま
と
ま
っ
た
研
究
書
は
見
あ
た
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
意

味
で
学
界
の
待
ち
焦
が
れ
た
書
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。

成
実
論
は
古
く
は
成
実
宗
を
形
成
す
る
ほ
ど
に
重
要
視
さ
れ
た
諭
書
で

あ
る
が
、
漢
訳
し
か
現
存
せ
ず
、
梵
文
、
西
蔵
訳
が
と
も
に
欠
け
て
い
る

た
め
、
中
観
思
想
の
影
響
ｌ
例
え
ば
四
百
論
の
引
用
ｌ
な
ど
が
多
く

あ
り
な
が
ら
、
イ
ン
ド
的
思
惟
の
も
と
に
こ
の
論
を
的
確
に
捉
え
る
こ
と

が
困
難
な
諭
書
で
あ
る
。

さ
て
本
書
は
、
前
半
は
「
所
属
学
派
」
（
第
四
章
）
や
「
成
実
の
立
場
」

（
第
五
章
）
な
ど
を
中
心
に
論
じ
て
お
り
、
後
半
（
第
十
章
以
下
）
は
「
成

実
論
の
内
容
紹
介
」
が
主
と
な
っ
て
い
る
が
、
阿
毘
達
磨
佛
教
に
造
詣
の

深
い
著
者
が
竜
谷
大
学
で
の
講
義
を
ま
と
め
た
も
の
（
二
頁
参
照
）
と
い

書
評
・
紹
介

福
原
亮
厳
著

晶
趨
螺
恥
成
実
論
の
研
究
」

舟
橋
尚
哉

う
だ
け
あ
っ
て
、
非
常
に
わ
か
り
や
す
い
文
章
で
書
か
れ
て
い
る
。
ま
ず

第
一
章
で
は
成
実
論
の
作
者
、
訶
梨
賊
摩
（
国
餌
曽
”
胃
ョ
四
コ
）
の
伝
記
が

論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
一
」
で
は
訶
梨
蹴
摩
の
年
代
を
宇
井
博
士
の

推
定
に
従
い
、
紀
元
二
五
○
’
三
五
○
年
頃
の
人
と
し
て
い
る
。

次
に
第
四
章
「
所
属
学
派
」
で
は
第
一
節
曇
無
徳
部
と
す
る
説
、
第
二

節
譽
嶮
者
と
す
る
説
、
第
三
節
経
量
部
と
す
る
説
、
第
四
節
取
長
栞
短
と

す
る
説
、
第
五
節
説
一
切
有
部
と
す
る
説
、
第
六
節
大
衆
部
と
す
る
説
、

第
七
節
大
乗
と
す
る
説
と
順
灸
に
破
し
て
い
っ
て
、
最
後
の
第
八
節
で
多

聞
部
と
す
る
説
を
著
者
は
支
持
し
、
こ
れ
が
も
っ
と
も
妥
当
で
あ
る
と
す

る
論
じ
方
は
平
易
な
文
章
で
、
実
に
軽
快
に
書
か
れ
て
お
り
、
私
は
大
変

興
味
深
く
読
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
成
実
論
は
大
乗
の
も
の

で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
小
乗
の
も
の
で
あ
る
の
か
、
し
ば
し
ば
問
題
と

な
る
論
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
論
書
が
い
ず
れ
の
学
派
に
属
す
る
も
の

な
の
か
に
つ
い
て
、
古
来
よ
り
種
灸
の
異
説
が
あ
り
、
い
ま
だ
決
定
的
揃

拠
が
見
あ
た
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
私
は
か
っ
て
宇
井
博
士
の
推
定
を
も

と
に
し
て
、
「
成
実
論
は
大
乗
の
空
思
想
の
影
響
を
受
け
た
経
量
部
の
思

想
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
」
（
拙
稿
「
成
実
論
の
無
我
説
と
そ
の
思
想
史

的
位
置
」
、
印
度
学
佛
教
学
研
究
第
十
三
巻
第
一
号
所
収
）
と
述
べ
た
が
、

今
、
著
者
が
多
聞
部
の
も
の
に
属
す
る
と
推
定
し
て
い
る
こ
と
も
見
の
が

す
こ
と
が
で
き
ず
、
私
自
身
も
つ
と
こ
の
問
題
を
検
討
し
て
み
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

第
七
節
の
大
乗
と
す
る
説
で
は
、
境
野
黄
洋
博
士
の
「
羅
什
以
後
一
般

学
者
の
所
説
は
、
三
論
と
「
成
実
」
の
区
別
を
し
て
い
な
い
。
二
者
共
に

竜
樹
系
統
の
学
説
と
し
て
、
相
異
な
る
も
の
と
は
、
考
え
て
は
い
な
か
っ
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1

た
と
い
う
の
が
、
事
実
の
真
相
で
あ
っ
て
、
智
蔵
等
の
三
大
法
師
に
至
り

て
、
此
の
学
説
が
大
成
し
た
」
（
境
野
博
士
、
前
掲
書
一
二
八
頁
）
と
い

う
文
を
わ
か
り
や
す
く
書
き
な
お
し
て
引
用
し
（
四
○
頁
参
照
）
、
そ
れ

に
も
と
づ
い
て
「
成
実
大
乗
義
が
鳩
摩
羅
什
の
翻
訳
の
時
か
ら
通
用
し
て

い
た
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
」
（
四
○
頁
参
照
）
が
、
「
は
た
し
て
今
日
の

学
究
上
、
成
実
を
大
乗
説
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
」
（
四
○
頁
参
照
）
、

と
い
う
疑
問
を
著
者
は
、
投
げ
か
け
て
い
る
。

ま
た
著
者
は
「
成
実
の
空
で
は
な
お
不
空
を
説
か
な
い
と
言
う
が
、
上

に
掲
げ
た
「
八
解
脱
品
」
の
文
は
不
空
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
：
…
か
く

て
『
成
実
論
」
は
大
乗
を
宗
と
す
る
と
の
説
が
有
力
と
み
ら
れ
る
よ
う
で

あ
る
が
、
実
は
之
に
賛
同
す
る
こ
と
を
私
は
差
控
え
た
い
」
（
四
八
頁
参

照
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
私
も
以
前
「
成
実
論
に
お
け
る
伽
と
か
空
と
か

は
も
の
を
分
析
し
て
い
っ
て
、
つ
い
に
は
都
無
に
な
る
よ
う
な
、
い
わ
ゆ

○

○
○

る
析
色
入
空
観
（
析
空
観
）
に
よ
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
（
拙
稿

前
掲
書
二
四
○
頁
参
照
）
と
い
っ
て
、
成
実
論
に
は
大
乗
的
要
素
は
多
く

見
出
さ
れ
る
が
、
ｌ
例
え
ば
人
法
二
無
我
（
空
観
、
無
我
観
）
、
空
亦

復
空
（
空
心
の
減
）
な
ど
ｌ
そ
こ
に
説
か
れ
て
い
る
空
思
想
は
大
乗
で

い
う
よ
う
な
本
来
空
と
同
一
で
は
な
く
、
析
空
観
的
な
空
が
根
抵
と
な
っ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
成
実
論
に
は
「
空
心
を
減
す
る
」

と
い
う
よ
う
な
、
大
乗
の
「
空
亦
復
空
」
に
相
当
す
る
よ
う
な
記
述
が
見

出
さ
れ
る
が
、
こ
れ
を
も
っ
て
直
ち
に
大
乗
の
論
で
あ
る
と
決
定
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

第
五
章
は
成
実
術
の
立
場
を
各
教
義
の
上
か
ら
一
つ
一
つ
検
討
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
第
二
節
の
五
認
の
吹
第
に
私
は
大
変
興
味
を
お

ぽ
え
た
。
と
い
う
の
は
「
阿
含
部
の
経
典
に
も
、
阿
毘
達
磨
論
害
に
も
五

陰
（
五
禰
）
が
説
か
れ
る
が
、
そ
の
順
序
は
色
・
受
・
想
・
行
・
賊
と
な

っ
て
い
る
」
（
六
二
頁
参
照
）
。
し
か
し
今
、
成
実
論
で
は
色
論
、
識
論
、

想
論
、
受
論
、
行
陰
諭
の
順
序
で
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
次
第
に
つ
き
宇

井
博
士
は

「
色
識
想
受
行
と
な
す
の
は
一
方
に
於
い
て
は
想
受
行
は
色
識
の
間
に

於
て
起
る
も
の
で
あ
る
か
ら
色
識
を
先
と
す
る
の
で
は
あ
る
が
、
然
し

同
時
に
他
方
か
ら
い
え
ば
色
論
識
諭
に
あ
り
て
は
他
説
を
弁
難
折
徴
す

る
所
が
多
い
為
に
初
め
に
侭
き
、
他
の
三
は
唯
詳
説
を
述
ぶ
る
に
過
ぎ

な
い
如
き
も
の
で
あ
る
為
に
後
に
な
し
た
の
で
あ
る
」
（
国
訳
一
切
経
、

諭
集
部
三
、
解
題
十
頁
）
（
本
書
六
三
頁
参
照
）

と
い
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
の
脱
に
対
し
著
者
は
「
一
応
首
肯
し
う
る
も

の
が
あ
る
」
（
六
三
頁
参
雌
）
と
い
い
な
が
ら
、
そ
の
後
で
そ
れ
で
は
「
何

故
に
二
法
の
後
で
受
想
行
と
し
な
か
っ
た
か
。
又
行
受
想
と
か
行
想
受
と

し
な
か
っ
た
か
」
（
六
三
頁
参
照
）
と
い
う
疑
問
を
提
示
し
、

「
私
見
に
よ
れ
ば
別
に
示
す
如
く
、
十
二
入
を
一
切
で
あ
る
と
い
う
経

文
が
あ
り
、
そ
れ
を
重
視
し
て
、
初
め
に
色
識
（
物
質
と
精
神
）
に

摂
め
ら
れ
る
一
切
と
い
う
意
味
か
ら
色
識
を
初
め
に
出
し
た
も
の
と
思

う
。
そ
し
て
色
識
の
次
に
主
要
な
心
所
と
し
て
想
・
受
を
出
し
、
最
後

に
は
色
・
識
に
入
ら
な
い
諸
法
（
不
相
応
行
法
）
と
想
・
受
ほ
ど
に
は
主

要
で
な
い
其
他
の
心
所
の
何
れ
を
も
含
ん
だ
有
為
法
と
し
て
、
行
を
出

す
も
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
こ
れ
は
、
五
位
の
順
序
に
当
て
は
め
て
、

色
・
心
・
心
所
・
不
相
応
行
の
前
四
を
、
念
頭
に
置
い
て
、
色
・
識
・

想
・
受
・
行
の
五
を
開
い
て
川
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
受
・
想
の
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中
、
想
を
先
き
に
出
す
の
は
、
受
よ
り
も
修
行
道
の
観
点
か
ら
は
、
想

が
一
層
主
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
」
（
六

四
頁
参
照
）

と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
確
か
に
成
実
論
に
は
「
十
二
入
を
一
切
で
あ
る
」

と
い
う
経
文
が
あ
り
、
ま
た
「
十
二
一
人
を
実
で
あ
る
」
と
説
く
と
こ
ろ
に

は
、

「
若
し
種
〔
四
大
柾
〕
は
是
れ
実
な
り
と
説
く
に
随
わ
ぱ
、
川
ち
十
二

入
等
は
応
に
是
れ
実
な
る
》
へ
か
ら
ざ
れ
ば
な
り
」
（
非
彼
証
品
第
四
十

参
照
、
大
正
三
二
、
二
六
三
上
）

「
若
し
入
等
を
縁
ぜ
ば
是
れ
を
総
相
智
と
名
づ
く
。
総
相
智
な
る
が
故

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

に
能
く
一
切
を
縁
ず
。
所
以
は
何
ぞ
、
若
し
十
二
入
を
説
か
ば
則
ち
更

、
、
、
、
、
、
、
、
、

に
餘
法
な
け
れ
ば
な
り
。
故
に
知
る
此
の
智
は
亦
、
自
体
を
も
縁
ず
る

な
り
」
（
一
切
縁
品
第
百
九
十
一
参
照
、
大
正
三
二
、
三
六
四
上
）

と
あ
る
か
ら
（
拙
稿
前
掲
書
二
四
二
頁
参
照
）
、
著
者
の
推
定
は
正
し
い

よ
う
に
思
う
。

次
に
第
六
章
究
筧
の
宗
趣
で
は
、
稲
葉
円
成
氏
の
「
龍
樹
と
訶
梨
賊
摩

と
の
空
思
想
に
就
て
」
（
無
尽
燈
十
八
巻
、
十
）
を
引
用
し
、

「
「
中
観
諭
」
と
『
成
実
論
」
と
の
間
に
は
、
大
乗
と
小
乗
と
い
う
よ

う
な
大
き
な
溝
渠
は
な
い
、
と
結
ぶ
。
そ
し
て
川
諭
の
立
場
の
相
違
を

示
し
て
、
龍
樹
の
空
思
想
と
、
賊
摩
の
空
思
想
と
は
、
は
な
は
た
よ
く

似
通
っ
た
も
の
と
述
べ
て
い
る
。
私
は
こ
れ
に
全
く
同
感
で
あ
る
」

と
著
者
は
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
続
い
て
、

「
私
に
考
え
る
に
『
中
観
論
』
は
大
乗
経
に
立
っ
て
い
る
。
し
か
る
に

成
実
は
主
と
し
て
阿
含
部
の
経
典
に
拠
り
、
大
乗
の
経
典
は
引
用
し
な

い
（
た
だ
大
乗
論
は
洲
用
す
る
）
が
、
空
思
想
は
Ⅲ
者
相
通
ず
る
」

と
い
う
著
者
自
身
の
見
解
を
述
、
へ
て
お
ら
れ
る
こ
と
も
大
体
に
お
い
て
正

し
い
よ
う
に
思
う
。
（
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
成
実
論
の
空
と
大
乗
で

い
う
空
と
の
相
違
は
、
析
空
観
的
で
あ
る
か
、
本
来
空
で
あ
る
か
の
相

違
点
だ
け
を
注
意
す
れ
ば
、
そ
れ
で
よ
い
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
そ
れ
で

は
大
乗
で
析
空
観
的
記
述
が
な
い
か
と
い
う
に
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な

い
。
し
か
し
析
空
観
的
記
述
と
同
時
に
、
本
来
空
の
記
述
も
説
か
れ
て
お

れ
ば
、
一
応
大
乗
の
諭
書
と
判
断
し
て
も
よ
か
ろ
う
。
）
〈
な
お
こ
の
点
に

つ
い
て
は
拙
稿
「
成
実
論
の
無
我
説
と
三
心
に
つ
い
て
」
（
大
谷
学
報
第

四
十
四
巻
第
二
号
、
四
○
’
四
一
参
照
、
特
に
注
十
二
、
四
九
頁
）
を
参

照
し
て
頂
き
た
い
。
〉

さ
て
宇
井
博
士
は
．
切
縁
品
」
一
九
一
の
十
空
に
つ
い
て
、

「
空
は
二
空
三
空
四
空
六
空
七
空
十
一
空
十
三
空
十
六
空
十
八
空
に
区

分
れ
る
も
、
特
に
十
空
と
な
す
こ
と
は
通
常
は
行
わ
れ
ず
。
」
（
本
書
九

七
頁
参
照
、
国
訳
一
切
経
、
論
集
部
三
、
四
一
二
頁
脚
註
参
照
と
あ
る

は
五
一
二
頁
の
誤
ま
り
か
と
思
う
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
国
訳
一
切
経
自

体
の
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
に
よ
る
も
の
で
は
あ
る
が
：
：
・
・
）

と
い
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
著
者
は
こ
の
点
を
鋭
く
つ
き

「
こ
れ
は
『
婆
沙
諭
』
を
調
査
せ
ぬ
為
め
で
、
こ
の
十
空
は
『
婆
沙
諭
」

の
名
称
を
受
け
て
い
る
。
」
（
本
書
九
八
頁
参
蝦
）

と
宇
井
博
士
の
誤
謬
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
私
も
以

前
（
蝿
癖
迄
計
域
奔
壷
麹
）
、
「
成
実
論
の
無
我
説
と
そ
の
思
想
史
的
位
置
」

（
印
度
学
佛
教
学
研
究
第
十
三
巻
第
一
号
）
に
お
い
て
、
成
実
論
の
空
思

想
を
論
ず
る
中
で
、
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「
例
え
ば
大
毘
婆
沙
論
第
八
に
は
「
十
種
空
と
は
謂
く
、
内
空
、
外
空
、

内
外
空
、
有
為
空
、
無
為
空
、
散
壊
空
、
本
性
空
、
無
際
空
、
勝
義
空
、

空
空
』
と
出
て
い
る
」
（
拙
稿
前
掲
害
二
四
一
頁
参
照
）

と
述
ぺ
た
こ
と
が
あ
る
。

第
八
章
の
題
号
の
意
義
で
は
、
「
『
成
実
論
」
の
原
語
は
：
蟹
ご
凹
望
呂
巨
‐

断
の
茸
騨
、
》
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
」
（
本
書
二
八
頁
参
照
）
と
述

零
へ
て
お
ら
れ
る
が
、
「
梵
語
の
原
典
も
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
も
存
し
て
い
な
い
し
、

漢
語
か
ら
推
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
」
（
本
書
二
八
頁
参
照
）
と

著
者
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
推
定
に
す
ぎ
な
い
。
し

か
し
成
実
論
の
還
元
梵
語
を
試
み
て
お
ら
れ
る
ラ
ー
デ
ル
博
士
も
、
「
国
四
‐

Ｈ
弓
胃
目
騨
画
』
“
曾
耳
酋
呂
旨
‐
断
興
国
（
勺
巨
○
の
８
９
同
騨
鼻
騨
目
弓
の
鼻

甲
跨
る
忠
）
」
と
い
っ
て
お
ら
れ
る
し
、
ま
た
著
者
も
い
う
よ
う
に
、

「
四
。
冨
己
国
】
詞
○
豆
邑
⑳
○
国
の
著
わ
し
た
《
《
両
目
毎
冒
且
耳
四
目
富

冒
胃
ロ
＆
四
四
．
Ｑ
Ｑ
自
国
ご
に
お
い
て
の
四
ｑ
閉
三
（
］
言
‐
獣
鞭
可
ｐ
と
し
て

「
成
実
論
』
を
引
用
す
る
と
こ
ろ
が
二
十
回
に
も
及
ん
で
い
る
」
（
本
書

二
八
頁
参
照
）
の
で
あ
る
か
ら
、
新
た
な
る
資
料
が
出
な
い
限
り
、
現

存
の
資
料
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
成
実
論
の
原
語
は
普
辱
四
ｍ
昼
号
朕
留
酎
騨

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
第
九
章
第
四
節
で
は
十
種
の
異
論
と
し
て
、
成
実
論
が
毘
曇
（
有

部
）
や
他
の
学
派
の
説
と
異
な
っ
た
説
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

例
え
ば
㈲
二
世
有
無
論
で
は
、
毘
曇
の
説
に
反
対
し
「
毘
曇
（
有
部
）
に
は
、

三
世
実
有
と
主
張
し
、
作
用
に
三
世
の
別
が
有
る
が
、
法
休
は
三
世
に
実

有
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
立
場
を
「
二
世
無
品
」
第
二
十
二
で
述
、
へ
る
。

し
か
る
に
「
成
実
論
』
で
は
、
過
去
は
巳
に
減
し
、
未
来
法
は
未
だ
生
ぜ

ず
、
作
用
の
存
せ
ぬ
こ
と
を
明
か
し
、
現
在
刹
那
の
法
は
、
因
縁
生
の
上

の
体
用
が
あ
る
と
す
る
。
」
（
本
書
一
三
五
頁
参
照
）
と
い
っ
て
、
現
在
有

体
、
過
未
無
体
が
語
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
㈲
一
切
有
無
論
で
は
「
十
二
処

の
み
の
実
」
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
成
実
論
独
特
の
説
で
あ
り
、

注
目
に
価
す
る
。

以
上
が
本
書
の
前
半
九
章
、
い
わ
ゆ
る
研
究
論
文
形
式
の
個
所
で
あ
る

が
、
そ
こ
に
は
著
者
の
新
研
究
が
処
処
に
見
ら
れ
、
大
変
興
味
深
く
読
ま

せ
て
頂
い
た
。
後
半
は
い
わ
ゆ
る
内
容
紹
介
が
主
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

さ
て
、
第
十
章
は
成
実
論
の
組
織
を
科
文
別
に
し
、
一
覧
で
き
る
よ
う

に
さ
れ
て
い
る
。
成
実
論
を
研
究
す
る
者
は
、
こ
の
科
文
を
座
右
に
置
い

て
お
く
と
非
常
に
便
利
で
あ
る
。

第
十
一
章
は
本
論
の
解
説
と
あ
る
よ
う
に
成
実
論
の
内
容
紹
介
で
あ
る
。

第
一
節
法
体
有
空
論
で
は
「
有
と
は
佛
の
十
二
入
を
説
い
て
名
づ
け
て
一

切
と
為
す
も
の
に
し
て
、
是
の
一
切
は
有
な
り
」
（
本
書
一
五
九
頁
参
照
）

と
あ
り
、
先
に
も
述
べ
る
如
く
、
こ
れ
は
成
実
論
の
独
特
の
説
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
「
十
二
処
の
み
の
実
」
を
説
く
も
の
と
し
て
重
要
視
す
べ
き
記

述
で
あ
る
。
第
二
節
色
法
論
で
は
四
大
の
仮
実
な
ど
が
問
題
と
な
り
、
第

三
節
心
法
論
、
第
四
節
心
数
論
、
第
五
節
煩
悩
論
、
第
六
節
不
相
応
行
論
、

第
七
節
輪
廻
論
の
順
序
で
説
か
れ
て
い
る
。
第
八
節
証
果
論
で
は
、
自
滅

仮
名
心
に
お
い
て
、
著
者
は
「
「
成
実
論
」
の
滅
三
心
の
理
は
、
私
の
見

る
と
こ
ろ
、
中
観
派
の
説
を
参
照
し
て
『
婆
沙
論
」
の
説
を
発
展
さ
せ
た

も
の
」
と
語
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
観
説
特
に
二
諦
説
（
勝
義
諦
、

世
俗
諦
）
と
の
関
連
性
が
深
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
三
心
に
つ
い
て
は
私
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は
か
っ
て
「成
実
論
の
三
心
と
三
性
説
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
(

印
度
学 

佛
教
学
研
究
第
十
一
巻
第
一
号)

と
い
う
論
文
を
発
表
し
た
が
、
そ
れ
は 

ラ
ー
デ
ル
博
士
の
示
唆
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
こ
の
問
題
は
ま
た
い 

ず
れ
厳
密
な
比
較
対
照
研
究
な
ど
、
種
々
の
総
合
的
研
究
の
中
か
匚
結
論 

が
導
き
出
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

以
匕
、
命
原
博
士
の
「
成
実
論
の
研
究
」
を
読
ん
で
、
私
の
感
ず
る
ま 

ま
に
述
べ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
成
実
論
の
研
究
書
と
し
て
、
ま
と
ま
つ 

た
も
の
が
な
い
現
今
に
お
い
て
、
本
書
刊
行
の
意
義
は
大
き
い
。
原
始
佛

教
よ
り
大
乗
佛
教
に
展
開
し
て
い
く
過
程
の
阿
毘
達
磨
時
代
に
お
い
て
、
 

重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
多
聞
部
や
経
量
部
な
ど
の
V,'®
 

が
あ
ま
り
に
も
不
明
瞭
な
点
が
多
い
今
日
、
成
実
論
の
研
究
は
こ
れ
ら
に 

何
ら
か
の
解
決
の
糸
口
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
意 

味
で
成
実
論
の
研
究
は
必
要
で
あ
り
、
阿
毘
達
磨
佛
教
や
初
期
唯
識
思
想 

を
研
究
せ
ん
と
す
る
者
に
と
っ
て
、
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
い
論
書
と
い 

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

(
昭
和
四
十
四
年
十
二
月
、
永
田
文
昌
堂• 
A
5

版
、
三
、
二
〇
〇
円)
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